
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間）

具体的方策 評価 評価

4 全教員が指導改善を図る。 4 学期末の成績で12学級以上で学力の向上がみられえる。

3 80％～100％未満の教員が指導改善を図る。 3 学期末の成績で9～11学級で学力の向上がみられえる。

2 70％～80％未満の教員が指導改善を図る。 2 学期末の成績で6～8学級で学力の向上がみられえる。

1 70％未満の教員が指導改善を図る。 1 学期末の成績で５学級以下で学力の向上がみられえる。

4 全教員が教員が身に付けさせるICT操作能力を把握し、指導している。 4 90％以上の児童がICT操作能力を身に付けている。

3 80％～100％未満の教員が身に付けさせるICT操作能力を把握し、指導している。 3 80%～90%未満の児童がICT操作能力を身に付けている。

2 70％～80％未満の教員が身に付けさせるICT操作能力を把握し、指導している。 2 70%～80％未満の児童がICT操作能力を身に付けている。

1 70％未満の教員が身に付けさせるICT操作能力を把握し、指導している。 1 70％未満の児童がICT操作能力を身に付けている。

4 各学級で図書室を月４回以上使用した。 4 90％以上の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

3 各学級で図書室を月３回以上使用した。 3 80%～90%未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

2 各学級で図書室を月２回以上使用した。 2 70%～80％未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

1 各学級で図書室を月１回以下使用した。 1 70％未満の児童が２週に1度以上図書室を利用している。

4 全教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 4 2回目の結果で12学級以上で学級満足群の向上がみられえる。

3 80～100％の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 3 2回目の結果で9～11学級で学級満足群の向上がみられえる。

2 ７０％から８０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 2 2回目の結果で6～8学級で学級満足群の向上がみられえる。

1 ７０％未満の教員がアンケートから個々の児童に応じた指導を行った。 1 2回目の結果で５学級以下で学級満足群の向上がみられえる。

4 すべての教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 4 学校生活アンケート調査の関連項目から90％以上

3 70％～100%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 3 学校生活アンケート調査の関連項目から70％以上

2 40％～70%の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 2 学校生活アンケート調査の関連項目から50％以上

1 40%未満の教員が各教科と関連付け、道徳教育を行った 1 学校生活アンケート調査の関連項目から30％以上

4 全教員がいじめの定義に対する共通理解に関する項目を理解し指導を行った。 4 学校生活アンケート調査の関連項目から90％以上

3 80％～１００％未満の教員がいじめの定義に対する共通理解に関する項目を理解し指導を行った。 3 学校生活アンケート調査の関連項目から70％以上

2 ７０％～８０％未満の教員がいじめの定義に対する共通理解に関する項目を理解し指導を行った。 2 学校生活アンケート調査の関連項目から50％以上

1 70％未満の教員がいじめの定義に対する共通理解に関する項目を理解し指導を行った。 1 学校生活アンケート調査の関連項目から30％以上

4 全教員が計画を活用した指導を行った 4 調査結果が昨年比平均ポイントから＋２ポイント以上

3 80％～１００％未満の教員が計画を活用した指導を行った 3 調査結果が昨年比～+2ポイント
2 ７０％～８０％未満の教員が計画を活用した指導を行った 2 調査結果が昨年比-2ポイント以内
1 70％未満の教員が計画を活用した指導を行った 1 調査結果が昨年比-2ポイント以下
4 全教員が計画的な指導を実施した 4 90%以上の児童が目標を達成している

3 ８０％から１００％未満の教員が計画的に指導した 3 80%～90%未満の児童が目標を達成している

2 ７０％から８０％の教員が計画的に指導した 2 70%～80％未満の児童が目標を達成している

1 ７０％未満の教員が計画的に指導した 1 70％未満の児童が目標を達成している

4 全教員が食育計画を活用した指導を行った 4 90%以上の児童が食育のめあてを達成している

3 80％～１００％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 3 80%～90%未満の児童が食育のめあてを達成している

2 ７０％～８０％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 2 70%～80％未満の児童が食育のめあてを達成している

1 70％未満の教員が食育計画を活用した指導を行った 1 70％未満の児童が食育のめあてを達成している

4 全教員が方策を実施した 4 90%以上の児童がキャリアルバムを書き、成長の記録を残した。

3 80％～１００％未満の教員が方策を実施した 3 80%～90%未満の児童がキャリアルバムを書き、成長の記録を残した。

2 ７０％～８０％未満の教員が方策を実施した 2 70%～80％未満の児童がキャリアルバムを書き、成長の記録を残した。

1 70％未満の教員が方策を実施した 1 70％未満の児童がキャリアルバムを書き、成長の記録を残した。

4 全学年の教員が交流体験を実施した 4 全学年で外部人材を活用した授業を行った。

3 80％～１００％未満の学年・教員が交流体験を実施した 3 9学級以上で外部人材を活用した授業を行った。

2 ７０％～８０％未満の学年・教員が交流体験を実施した 2 6学級以上で外部人材を活用した授業を行った。

1 70％未満の学年・教員が交流体験を実施した 1 4学級以上で外部人材を活用した授業を行った。

4 各行事の実施を受け、すべての行事でアンケートを実施した。 4 80%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

3 各行事の実施を受け、7割程度の行事でアンケートを実施した。 3 50%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

2 各行事の実施を受け、5割程度の行事でアンケートを実施した。 2 20%以上の保護者が教育活動への理解を示している。

1 各行事の実施を受け、３割程度の行事でアンケートを実施した。 1 20%未満の保護者が教育活動への理解を示している。

学校教育目標
○しっかり考える子（問題解決力）
○心やさしい子（人間関係形成力）
○つよく元気な子（体力・活力）

ビジョン

○児童にとって充実した学校　○保護者にとって信頼できる学校　○教職員にとって働きがいのある学校

○思考力・判断力・表現力を身に付けた子ども○感性あふれる豊かな心をもつ子ども　○すすんで心と体を鍛えることができる子ども

○ありのままの児童を受け止め、個性を発揮させる教師　○授業で勝負できる教師　○家庭・地域との相互理解を深め協働できる教師

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

〇基礎的・基本的な学
習内容の定着を図ると
ともに主体的・対話的
で深い学びによる授業
改善を目指す。

〇よく見て、よく聞き、よく考
える力を培い、思考力・判断
力・表現力を身に付けた子
供の育成。

○日々の定期テストや学力
テストを実施し、年度始めと
年度末のその結果や変化を
分析する。

3 未

○ICTを活用した授業を充
実させ、児童の「情報活用能
力」の育成を図る。

○各学年で昭島市から示さ
れている「子供たちに身に付
けさせたいICT操作能力」を
把握し、資質能力の育成を
目指す。

未 未

2

〇読書活動の推進と言語能
力の育成に向け、学校司書
及びボランティアが連携し、
子供たちの読書活動の一層
の推進を図る。

〇学校司書が中心となり、ボ
ランティアや委員会の活動
等で連携を図り、子供たちの
読書活動の一層の推進を行
う。

3 3

豊
か
な
心

〇相手の気持ちを想像
し、人との関わりを大切
にできる豊かな心を育
成する。

〇児童の自己肯定感を高
め、常に相手のことを考え行
動することができるようにす
る。

〇学級の実態に応じた指導
し、HQU調査を年2回実施
し、結果を分析する。

4

年間3回の学校生活アンケートを実施した結果、いじめと認知さ
れる内容の記述が見られなかった。また、全教職員が、いじめ
の定義を踏まえた上で、児童観察を常に行っており、重篤ない
じめにつながらないように早期発見・早期解決を徹底している。
全教職員に対していじめに関する研修を年3回実施している。

〇道徳科を道徳教育の要の
時間と位置付け、教科横断
的な視点で各教科にて、計
画的・発展的に行うようにす
る。

〇教科横断的な視点で、年
間指導計画に位置付け、計
画的に指導し、道徳教育の
一層の充実を図る。

3 未

未

〇いじめを許さない心情を
育て、いじめの早期発見解
決に努める。

〇年3回の学校生活アン
ケートからみんながよりよく生
活できるために関するアン
ケート項目を設定し、実施す
る。

3 4

健
や
か
な
体

〇自分の心と体の健康
に関心をもち、基礎的
な体力と心身の育成と
向上を図る。

〇児童体力・運動能力、生
活運動習慣の向上に向け、
運動の習慣化を図り、体力
の向上を推進する。

〇体力向上プロジェクトや短
なわや長なわの取組を実施
し、運動することの楽しさやよ
さを味わわせる。

未

未

○規則正しい生活と健康・安
全に留意できる児童の姿を
目指す。

〇毎学期実施する「すまいる
カード」の取組の結果を集計
し、その結果を集計・分析
し、日々の指導改善に努め
る。

4 3

輝
く
未
来

○幼保・小中が連携し、児童
が安心して進級・進学できる
ようにする。

○幼保小中連携教育の推進
を図るとともに、学年始めに
「キャリアルバム」を作成し、
目標をもって生活を送れるよ
うにする。

4

○子どもたちが自立で
きる基礎を培う。また、
日本の伝統・文化の良
さを理解し郷土を愛す
る態度を育成する。

今年度、３年生以上で行っているHyper-QUの６月の結果で
は、約65％の児童が学級生活満足群に属している。昨年度よ
り、「学級経営」を軸とした校内研究を推進してきたことにより、３
年前からの同時期の比較では、学級満足群が増加し続けてい
る。

道徳教育年間指導計画をもとに、各教科と関連させながら、全
学級で週に一時間計画的に、道徳の授業を実施している。

〇家庭・地域の声を活かすと
ともに学校の教育活動を情
報発信していく。

〇学校HPや学校だより等を
通じて保護者や地域に向け
て児童の活動等を発信した
り、行事や学校公開の際に
アンケートを取り、改善を
図っていく。

4 未

○教育活動を通して外部人
材と交流体験できるようにす
る。

〇文化、スポーツ、高齢者、
外国人、地域工場・店舗等
での学びの場を各学年設定
する。

4 2

4

〇食に関する望ましい食習
慣の形成を促進する。

○学校給食やお弁当の日を
通して食の大切さを考えさせ
る。

4

6月のすまいるカードの提出率は1学期94％だった。グッドモーニング60分が平日5日間

できている児童は37％、4日以上では53％だった。職員会議で効果的な指導について

ミニ研修を行うとともに、朝食についてスライド資料を養護教諭から提供している。また2

学期は養護教諭が保健に関する指導を全学級に行っている。

お弁当の日は食事について考える機会とし、ワークシートを
使って各学級で指導をしている。２学期以降は、お弁当の日を
たれわり班活動と同時に実施する計画を立て、特別活動を通じ
て食に関する意識を高める取り組みを行う予定である。

自分の将来について考えながら、自らの学びや成長を振り返
り、自己理解を深めていくために、「自分の目標をもって行動す
る力を育む」「学びの記録を蓄積し次の学びにつなげる」といっ
た視点を共有し日々の教育活動を振り返り取り組んでいく。

１学期には、6年生「いのちの授業」で人権擁護委員の方や助
産師さんをお招きし、いのちの大切さを考える授業を実施。5年
生では環境学習での出前授業を実施。2学期には2年生による
自治会のシルバーさんとの交流や他の学年でも出前授業を行
なっていく。

1学期の学校評価を通して、学校便りの発信方法や行事や保
護者会後のアンケート調査等について話し合い、取り組み内容
について見直している。また昨年度に引き続き、校長がホーム
ページを逐一更新して、子供たちの教育活動を発信している。

グッドモーニング60分の取り組みをきっ
かけに、生活習慣改善や排便習慣など
が身に付くよう重要性を児童や保護者
に発信していく。2学期のすまいるカー
ドの結果を検証し取り組みに生かす。

ワークシートを改善したことにより、児童
がすすんで食について考えるように
なった。たてわり班でのお弁当の日の
実施の効果については、２学期、３学期
の実施を見て検証する。

瑞雲学区の学校ともキャリアルバムの
内容を共有したり、今回でキャリアルバ
ムの用紙や振り返りの視点などを適宜
見直したりし、より価値のある活動となる
よう工夫して取り組んでいく。

児童の実態に応じて、実施していく出前授業と毎年の

必ず経験したり、学んだりする必要のある出前授業な

ど、実施後の振り返りをしたり、実施内容や時期が適

切であったか、実施後の見直し、次年度につなげてい

きたい。

今後はICT担当と連携して学校から配
布するお便りの発信方法を見直し、保
護者や地域の方に学校の様子や教育
理念を知ってもらえるよう工夫していく。

今後の方向性

令和７年度 昭島市立武蔵野小学校　 学校経営重点計画（教育推進計画）中間報告

２・３学期は縄跳びの取り組みや「休み
時間外出よう旬間」を実施する予定。体
力テストの結果から全国平均と比較し
て成果や課題を分析していく。

昨年度の学力テストの結果を各学年分
析し、成果と課題を共有する。そして学
校全体の実態を把握し、次年度の校内
研究の内容や主題につなげていく。

昭島市の「子供たちに身に付けさせた
いICT操作能力」を職員に再度周知
し、各学級で具体的な能力を意識して
実践ができるようにしていく。

学期に１度の読書旬間には成果が出
ているため、委員会児童、学校司書と
連携を図り、通常時の休み時間の利用
者が増えるようにしていきたい。

３年前から「非承認群」は、10～15％と
一定の割合である。「非承認群」を減少
させる取組、集団への所属意識を向上
させていきたい。

道徳授業地区公開講座前に、道徳教
育年間計画をもとに全教員で他教科と
の関連について確認する時間をもち、
意識向上を図る。

いじめに対する理解を、全児童に
指導するとともに、引き続き教職員
も早期発見、早期解決、組織的対
応を徹底する。

体力向上プロジェクトの一環として、運動委員会の児童を中心
に休み時間を活用して体力テストの練習会を実施した。また、
体力向上部を中心に体力テストの結果を分析し、今年度の成
果と課題を検討し、3学期や次年度の活動に向けて準備を進め
ている。

取組の進捗状況

各教科の基礎基本の定着に向けた授業改善及び教育課程の
見直しを行い、子供たちの学習環境を整えることに加え、校内
研究の成果と課題を見直し、主体的に学習に取り組めるよう授
業改善に努める。成果指標に関しては、３学期に実施する全校
学力調査をもとに、前年度と比較し、評価を行う。

各教科の指導の中でICTを活用した学びは実践できているが、
昭島市が示している「子供たちに身に付けさせたいICT操作能
力」の確認が不十分である。

図書室の利用状況については、現時点の状態が年度末まで継
続すると想定される。通常時の利用状況は、週に１回の学級で
の利用の他に、低学年を中心に休み時間の貸出も行われてい
る。その一方で、図書室での学級利用が難しい学級もあり、平
均は月３回程度となっている。


